
明
治
調
年
７
月
弱
日

昭
和
２
年
３
月

昭
和
３
年
６
月

昭
和
７
年
８
月

昭
和
８
年
２
月

昭
和
皿
年
８
月

昭
和
哩
年

昭
和
四
年
４
月

昭
和
別
年
３
月

昭
和
弱
年
頃

昭
和
調
年
ｎ
月

昭
和
別
年
頃

昭
和
詔
年
４
月

昭
和
師
年
６
月

平
成
４
年
ｕ
月
加
日

原
籍
大
阪
府
堺
市
熊
野
町
西
一
丁
十
四
番
地

さ
か
え

三
木
栄
先
生京

城
大
学
助
教
授

京
畿
道
立
水
原
医
院
長

日
本
医
史
学
会
理
事

父
龍
哉
病
臥
の
た
め
故
郷
堺
市
に
帰
り
、
祖
父
来
の
医
業
を
継
ぐ
。
堺
市
医
師
会
員

陸
軍
軍
医
予
備
員
と
し
て
召
集
さ
る

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
（
中
野
操
支
部
長
）
発
足
、
こ
こ
を
中
心
に
活
発
な
医
史
学
の
活
動
を
な
す

日
本
医
師
会
よ
り
最
高
優
功
賞
を
受
く

医
業
を
廃
す
（
長
男
、
謙
継
ぐ
）

三
木
文
庫
の
朝
鮮
医
書
、
朝
鮮
医
学
研
究
図
書
を
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
へ
入
れ
る

日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員

自
宅
（
堺
市
若
松
台
二
丁
二
’
八
）
で
死
亡

医
学
博
士

九
州
帝
大
医
学
部
卒
業
、
第
一
内
科
入
局
、
日
本
医
史
学
会
入
会

京
城
帝
大
医
学
部
第
三
内
科
入
局

出
生

略

歴
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伏
屋
素
狄
の
研
究
（
家
系
・
略
伝
・
著
述
・
解
剖
生
理
学
実
験
）
医
證
復
刊
７
昭
鋤
・
３
、
〔
補
訂
版
〕
平
３

朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史
〔
孔
版
〕
昭
訓
、
〔
改
訂
版
〕
昭
銘

朝
鮮
医
書
誌
〔
孔
版
〕
昭
剖
、
〔
増
修
本
〕
昭
蛆

腎
機
能
の
日
本
に
齢
け
る
最
初
の
実
験
、
東
西
腎
機
能
の
知
識
、
腎
動
脈
内
墨
汁
注
入
に
よ
る
組
織
所
見
（
三
木
謙
と
共
著
）
昭
謁

医
学
史
研
究
の
一
元
的
体
系
昭
仙

体
系
世
界
医
学
史
（
書
誌
的
研
究
）
（
一

三
壷
呉
耐
冨
＆
旨
ヨ
①
や
旨
①
Ｓ
９
月

医
師
の
誓
詞
・
医
学
本
質
論
昭
兜

人
類
医
学
年
表
・
古
今
東
西
対
照
（
一

医
倫
理
考
・
東
西
医
学
史
論
昭
弱

医
倫
理
考
・
東
西
医
学

朝
鮮
医
事
年
表
昭
㈹

医
学
研
究
六
十
余
年

医
史
学
関
係
主
要
著
書
・
論
文

著
作
目
録
付
略
歴
平
２

（
阿
知
波
五
郎
と
共
著
）
昭
岬

①
扇
、
２
国
口
〕
ｇ
〕
弄
○
ヰ
吊
両
画
禺

（
阿
知
波
五
郎
と
共
著
）

昭
髄

曽
己
芸
①
弓
①
異
．
弓
冨
ご
め
号
の
困
耐
８
曼
旦
巨
旦
言
旨
凡
昭
別

（
長
門
谷
洋
治
）
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